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［Ⅲ］ 

ア　  より  

イ　光子のエネルギー  が仕事関数より小さいと光電子は飛び出さない。よって 

    

より 

    

ウ　 　より　   

 となる。これを運動量  に代入して 

    

エ　ドブロイ波長は 

    

 なので，これに ウ の  を代入して 

    

オ　QR間のコンデンサー内の電場の大きさは 

       

 となり，電子が直進するためには，電子が受けるクーロン力  とローレンツ力  が等しければよい

ので 

    

 これに，ウ の  と  を代入して 

    

カ　強め合う干渉条件より 

       

c = f λ f =
c
λ

h
c
λ

h
c
λ

< W

λ >
h c
W

K =
1
2

mv2 v =
2K
m

mv

p = m ×
2K
m

= 2m K

λ =
h
p

p

λ =
h

2m K

2V = E ⋅ 2d ∴ E =
V
d

eE e vB

eE = e vB
v E

V = p ×
Bd
m

a x
b

= 1 ⋅ λ ∴ x = λ ×
b
a


